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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n fn

※特別展、総合文化展、催し物につきましては、今後の諸事情により予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当館ウェブサイトをご覧ください。

Information特別展＆特別企画

マレーシア・イスラーム美術館精選 特別企画

「イスラーム王
お う

朝
ちょう

と    
  ムスリムの世

せ

界
か い

」
 東洋館12・13室   7月6日㊋～2022年2月20日㊐

　イスラーム教は、7世紀にアラブ人のムハンマドによって創始された
のち、西アジアばかりでなく、ヨーロッパ、北アフリカ、中央アジア、南
アジア、東南アジア、東アジアへと広がりました。イスラーム教を受容
した世界各地では、多くのイスラーム王朝が交替して、各地の文化を
融合させた独自の文化を展開しました。イスラーム世界の主要都市で
は輸入品を扱う市場が開かれ、ムスリム世界はもちろんヨーロッパの
各地からの優れた工芸品が溢れていました。商人は、まずスルタンや
宮廷を訪れて贅を凝らした品 を々披露して、その後、一般の市場で販
売しました。このオスマン朝の木製小箱は螺

ら

鈿
でん

や玳
たい

瑁
まい

、象牙の象
ぞう

嵌
がん

などで装飾された優美な作品で、貴重品を保管するために施錠できる
ようになっています。北アフリカあるいはスペインの宮廷で女官が用い
た宝石箱と思われています。画家エルンストがイスラーム世界を異国情
緒豊かに描いた油彩画にも同様な宝石箱が見られます。 （猪熊兼樹）

羊
よう

毛
もう

を紡
つむ

ぐ人
ひと

　
ルドルフ・エルンスト 
（1854～1932）作
オーストリア　19世紀　
マレーシア・イスラーム
美術館蔵
スペインや北アフリカ
のイスラーム世界を描
いた油彩画です

螺
ら

鈿
でん

箱
はこ

 
トルコ　18世紀　マレーシア・イスラーム美術館蔵
どのような宝石が入っていたのでしょうか

伝教大師1200年大遠忌記念 特別展 

「最
さ い

澄
ちょう

と天
て ん

台
だ い

宗
しゅう

のすべて」
 平成館特別展示室   10月12日㊋～11月21日㊐

　日本の歴史、文化に大きな影響を与えた天台宗。その開祖・伝
でん

教
ぎょう

大
だい

師
し

最澄の1200年大遠忌を記念して行う本展については、すでに
博物館ニュース3・4・5月号、6・7・8月号において、秘仏の公開や、
江戸時代の天台宗に焦点を当てるなどの見どころをご紹介してきま
した。
　今回は、豊麗な彩色が美しい、11世紀の高僧像の名品である「聖
徳太子及び天台高僧像」をご紹介します。これはインド、中国、日本
における天台宗にかかわる9人の祖師に、日本で初めて法華経を広
め、天台大師の師匠である南

なん

岳
がく

大
だい

師
し

慧
え

思
し

の生まれ変わりとされた聖
徳太子を加えた10名を、1人1幅に描いたものです。10幅揃っての
展示は滅多にありません。今回は大遠忌の特別な機会として6日間
だけ全10幅が一堂に会します。 （沖松健次郎）

観覧料：前売日時指定券＝一般2,100円、大学生1,300円、高校生900円
 当日券＝一般2,200円、大学生1,400円、高校生1,000円
展覧会公式サイト https://saicho2021-2022.jp/ 

本展は事前予約制（日時指定券）を導入します。「前売日時指定券」、「当日券」の詳細は今後展覧会公式
サイト等でお知らせします。※ご来館時、「当日券」は販売終了している可能性があります。

観覧料：総合文化展料金でご覧いただけます。　展覧会サイト https://www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=2109

◉聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

及
およ

び天
てん

台
だい

高
こう

僧
そう

像
ぞう

  
　十

じっ

幅
ぷく

のうち  慧
え

思
し

平安時代・11世紀　兵庫・一乗寺蔵　
展示期間：11月2日（火）～11月21日（日）
中国の南

なん

岳
がく

衡
こう

山
ざん

で活動し、法華経の教え
を広めました。聖徳太子の前世とされて
います

◉聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

及
およ

び天
てん

台
だい

高
こう

僧
そう

像
ぞう

　  
　十

じっ

幅
ぷく

のうち  聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

平安時代・11世紀　兵庫・一乗寺蔵　
展示期間：11月2日（火）～11月21日（日）
法華経を縁として、天台宗にかかわりが
あるとされた聖徳太子

国宝 聖徳太子及び天台高僧像　展示期間

通期：慧
え

文
もん

・灌
かん

頂
じょう

10月12日（火）～11月7日（日）：最澄・円
えん

仁
にん

・龍
りゅう

樹
じゅ

・善
ぜん

無
む

畏
い

11月2日（火）～11月21日（日）：智
ち

顗
ぎ

・慧思・湛
たん

然
ねん

・聖徳太子
※11月2日（火）～11月7日（日）のみ全10幅展示
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※上記特別展はすべて、中学生以下無料。障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）。／お問合せ：050-5541-8600 （ハローダイヤル）
※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

特別展      

「ポンペイ」
 平成館特別展示室   2022年1月14日㊎～4月3日㊐

　紀元後79年、イタリアのナポリ近郊のヴェスヴィオ山で大規模
な噴火が発生、ローマ帝国の植民市であったポンペイが火山噴出
物に飲み込まれました。火山灰で埋没した古代の居住地には、当
時の人々の生活空間と家財がそのまま封印されています。この「タ
イムカプセル」の中身を解き明かすべく、ポンペイでは18世紀から
現在に至るまで発掘が続いています。本展覧会では、壁画、彫像、
工芸品の傑作から、豪華な食器、調理具、職人たちの道具といっ
た日用品にいたる様々な発掘品を展示。古代ローマの都市の様子
と、市民の豊かな生活をよみがえらせます。
　ポンペイ遺跡で出土した膨大な遺物を収蔵するのが、ナポリ国
立考古学博物館です。同館と当館は学術交流協定を結び、その全
面的な協力のもと、本展が実現しました。日伊の関係者が一体と
なり、パンデミックにも負けず、「ポンペイ展の決定版」をスローガ
ンに準備を進めてきた特別展です。ご期待ください。 （小野塚拓造）

ユネスコ無形文化遺産　特別展     

「体
た い

感
か ん

 ！ 日
に

本
ほ ん

の伝
で ん

統
と う

芸
げ い

能
の う

     
 ̶歌

か
舞
ぶ
伎
き
・文
ぶん
楽
らく
・能
のう
楽
がく
・雅
が
楽
がく
・組
くみ
踊
おどり
の世

せ
界
かい
̶」

 表慶館   2022年1月上旬～3月（予定）

　本展は、ユネスコ無形文化遺産一覧に登録された日本の伝統芸能（歌舞伎、文楽、能楽、雅
楽、組踊）を一堂に集め、それぞれの芸能が持つ固有の美とそれを支える「わざ」を紹介します。
本展は2020年春開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために中止となった
ため、内容を一部リニューアルして2022年1月から開催することになりました。
　展示室内には、各芸能の舞台装置（大道具）を原寸大に近い大きさで再現し、代表的な演
目の舞台空間を実演家の視線で体感していただきます。また、それぞれの芸能で用いられる
装束（衣裳）、楽器、小道具などを展示し、客席からは見えない部分の意匠（デザイン）に込め
られた日本人の美意識、特に花鳥風月といった自然との関わりを間近で味わっていただきま
す。各展示室では東京、大阪、沖縄の国立劇場各館で上演された舞台の貴重な映像を上映
し、本展で紹介する芸能の実際の舞台映像もご覧いただく予定です。日本を代表する5つの
伝統芸能の世界をまるごと体感できる史上初の展覧会をぜひお楽しみください。

2017年の予備調査
での一コマ。日伊の
関係者でポンペイ
遺跡を視察し、展覧
会について意見交
換をしました

錦
にしき

絵
え

「名
めい

優
ゆう

四
し

君
くん

子
し

（菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

）」
豊原国周筆　明治27年（1894）　国立劇場蔵

『菅
すが

原
わら

伝
でん

授
じゅ

手
て

習
ならい

鑑
かがみ

』「車引」の役に当時活躍した歌舞伎役者を
配した作品です

バックス（ディオニュソス）とヴェスヴィオ山
ポンペイ出土   ナポリ国立考古学博物館蔵

79年の大噴火前のヴェスヴィオ山を背に  
酒の神バックスが立っています

文
ぶん

楽
らく

人
にん

形
ぎょう

の首
かしら

　文
ぶん

七
ひち

　国立劇場蔵
太い眉に強い意志の宿る目、一文字に結んだ口元が特
徴的。男役を代表する首です

パン 
ポンペイ出土
ナポリ国立考古学博物館蔵
ポンペイの壁画に描かれている  
パンと同じものが実際に出土しています

能舞台
各芸能の再現舞台では実際の舞台空間にいるような
臨場感を体感できます

2020年開催準備時の様子

3



東洋館3室

最強同士のガチコラボ
グリフィン像

ぞう

飾
かざり

板
いた

前4世紀　イタリア、タラント出土
谷村敬介氏寄贈

ライオンとワシの属性をあわせもつ「最強生物」で
あるグリフィンを表現し、護

ご

符
ふ

として棺に取りつけ
た装飾板です

東洋館11室
いつでも話を聞くゾウ
ガネーシャ坐

ざ

像
ぞう

カンボジア・ブッダのテラス北側　
アンコール時代・12～13世紀　フランス極東学院交換品

象の頭に人間のからだを持つガネーシャは、富と知恵をつかさ
どるヒンドゥー教の神。ふくらんだお腹がチャームポイントです

東洋館9室

ド派手にロックオン！
饕
とう

餮
てつ

七
しっ

宝
ぽうゆう

中国　清時代・19世紀　
神谷伝兵衛氏寄贈

古代の青銅器にならって清時代に製作された
七
しっ

宝
ぽう

の器物。饕
とう

餮
てつ

という怪獣が目玉をギラン
と輝かせています

東洋館5室

あなたのもとへ  
ツーリング
仙
せん

人
にん

騎
き

鳥
ちょう

獣
じゅう

八
はち

稜
りょう

鏡
きょう

中国　唐時代・8世紀

仙人あるいは道士が麒
き

麟
りん

や鳳
ほう

凰
おう

などに
乗って空を駆けています。この鏡の持ち
主に幸せを届けにきたのでしょうか

期間中、東洋館
インフォメーションで
「博物館でアジアの旅
2021調査ノート」を
配布予定です！

東洋館4室

ナゾの   
ずんぐり生物
石
せき

彫
ちょう

怪
かい

獣
じゅう

殷時代・前13～前11世紀　  
伝中国河南省安陽市殷墟出土

当館屈指の謎の生物です。殷
いん

という古代
王朝の王墓に用いられていた可能性が
あります

調査ノートを片手に、
気分は研究員だほ！

この他にも
作品があるほー！

東洋館5室

ツボから   
飛び出る５秒前
青
せい

花
か

龍
りゅう

濤
とう

文
もん

壺
つぼ

中国・景徳鎮窯 　元時代・14世紀

細身のからだをダイナミックにくねらせて
いまにも飛び出してきそうな四爪の龍。
元時代ならではの精確な表現も必見です

（部分）

博 物 館 で ア ジ ア の 旅

空想動物園
9月14日(火)～10月17日(日) 東洋館

毎年恒例の「博物館でアジアの旅」、
今年は「空

くう

想
そう

動
どう

物
ぶつ

園
えん

」がテーマです。
アジア各地で生まれた空想上の動物たちが、個性豊かな姿で

東洋館のあちらこちらに現れます。
それらを探す旅をしながら、空想上の動物たちに込められた

人々のメッセージに思いをはせてみませんか。
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東京国立博物館
公式キャラクター

トーハクくん ユリノキちゃん

5

総合文化展 ｜ 見どころ案内

　

令
和
2
年
度
に
新
た
に
当
館
の
収
蔵
品
に
加
わ
っ
た
文
化
財
の
な
か
か
ら
、
主
な
も
の
を
展
示
し
ま

す
。「
文
化
財
の
収
集
」は
、
当
館
の
最
も
重
要
な
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
本
特
集
を
通
じ
て
、
そ
の
成

果
と
意
義
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

雷
門
で
お
な
じ
み
の
浅
草
寺
は
、
推す
い

古こ

天て
ん

皇の
う

36
年

（
６
２
８
）、
隅
田
川
に
あ
ら
わ
れ
た
観か

ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

を

本
尊
と
し
て
開
創
さ
れ
、「
浅
草
観
音
」と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
聖
し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

宗し
ゅ
うで
す
が
、
中
世
に
は

天
台
寺
院
と
し
て
発
展
す
る
な
か
で
、
数
々
の
寺
宝
が

伝
来
し
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
本
坊
で
あ
る
伝で
ん

法ぼ
う

院い
ん

護ご

摩ま

堂ど
う

の
不

動
明
王
立
像
を
は
じ
め
、
公
開
の
機
会
が
少
な
い
仏
像

13
件
17
体
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
な
か
に
は
度
重
な

る
災
禍
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ
た
仏
像
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
戦
後
に
寄
進
さ
れ
た
な
か
に
も
注
目
す

べ
き
仏
像
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
、
近
年
実
施
さ
れ
た
寺

内
の
文
化
財
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
浅
草

寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
遺
品
で
す
。（
西
木
政
統
）

特
集

浅せ
ん

草そ
う

寺じ

の
み
ほ
と
け

特
集

令れ

い

和わ

２
年ね

ん

度ど

新し

ん

収し
ゅ
う

品ひ

ん

平
成
館
企
画
展
示
室

10
月
5
日（
火
）
〜
10
月
31
日（
日
）

本
館
14
室

9
月
28
日（
火
）〜
12
月
19
日（
日
）

浅草寺屈指の古像
不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・12世紀　東京・浅草寺蔵
怒りを抑えた気品のある表情は、都
風を伝えています。本作品は東京都
指定文化財にもなっています

２巻そろうのは数百年ぶり！
◎法

ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

絵
え

伝
でん

鎌倉時代・14世紀

浄土宗を開いた法然の伝記を描く絵巻です。新たに収蔵
品となったこの巻は、讃岐国（香川県）に配流された法然
が許しを得て都に帰る場面です。当館にはこれに続く巻
がもともと所蔵されていました。法然が臨終を迎え往生
する様子を描く巻で、法然の生涯でも重要な事蹟を含む
2巻です。本特集とあわせ、本館3室（→8ページ）でも
う一方の巻を展示します。 （土屋貴裕）

繊細な線が美しい
針
はり

切
ぎれ

伝藤原行成筆  平安時代・11～12世紀  髙木聖雨氏寄贈

針のように細い墨線のためこの名で呼ばれます。変化に富
んだ繊細な線を巧みに操る筆遣いで、現代においても人気
の高い古筆切です。もとは『重

しげ

之
ゆきの

子
こ

僧
そう

集
しゅう

』と『相
さ が み

模集
しゅう

』を書
写した2部構成の冊子本でした。本作品は『重之子僧集』か
ら書写していますが、この
針切でしか写本が残され
ていないため国文学上も
貴重です。（恵美千鶴子）

チベット仏教の貴重な遺品
忿
ふん

怒
ぬ

尊
そん

坐
ざ

像
ぞう

中国・チベットまたはネパール  15～16世紀　
山西康太氏寄贈

見開いた両目に、扇形に逆立つ髪の毛や、手足に蛇を
巻きつけるという異色の姿は、チベット仏教における忿
怒尊の特徴です。東アジアの仏教では明王にあたりま
す。うつ伏せの人物を踏みつけ、さらに右手に剣を持っ
たとみれば、なかでも不動尊である可能性があります。
こうしたインドの神々の姿をとり入れた特色のある仏
が、チベット等で信仰を集めたのです。 （西木政統）

躍動感あふれる体軀と 
華麗な装飾に注目
四
し

天
てん

王
のう

立
りゅう

像
ぞう

のうち多
た

聞
もん

天
てん

鎌倉時代・13世紀　東京・浅草寺蔵
体の色と体勢から、東大寺大仏殿の
四天王像を模したことがわかります

かわいらしい両頰のえくぼ
僧
そう

形
ぎょう

坐
ざ

像
ぞう

中国  唐～五代十国時代・9～10世紀　
東京・浅草寺蔵

僧侶の模範である聖僧像として 
中国から伝来したようで、 
国内外に類品があります

（部分）（部分）（拡大図）

お披露目、
わくわく
するほー！

トーハクの
新たな収蔵品
です！
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東
洋
館

東
洋
館

本
館

本
館

　
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
の
線
を
ま
じ
え
た
破

格
な
書
き
ぶ
り
。
厳
し
く
も
ど
こ
か
懐
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
る
字
姿
に
は
、
厳
格
な
修
行

を
経
て
到
達
し
た
筆
者
の
境
地
が
表
れ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。
こ
の
書
は
宋
時
代
を
代

表
す
る
禅
僧
、
圜え
ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん（

１
０
６
３
〜
１

１
３
５
）
が
弟
子
の
虎く

丘き
ゅ
う

紹じ
ょ
う

隆り
ゅ
う（

１
０
７
７

〜
１
１
３
６
）
に
与
え
た
免
許
皆
伝
の
証
で

す
。
室
町
時
代
16
世
紀
初
め
頃
に
、
薩
摩
の

坊ぼ
う
の

津つ

海
岸
に
桐
の
筒
に
入
っ
て
流
れ
着
い

た
と
の
伝
承
か
ら
、「
流な
が

れ
圜え

ん

悟ご

」
の
異
名

を
も
ち
、
墨
跡
の
名
品
と
し
て
禅
林
や
茶
の

湯
の
世
界
で
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
秋
の

恒
例
と
な
っ
た
特
集
「
中
国
書
画
精
華
」。

今
年
は
宋
・
元
時
代
の
墨
跡
や
禅
宗
絵
画
な

ど
、
仏
教
文
化
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
書
画

の
優
品
を
展
示
し
ま
す
。
（
六
人
部
克
典
）

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
青
磁
生
産
は
、
12
世

紀
こ
ろ
に
開
花
し
ま
し
た
。
当
時
、
中
国
の

宋
で
は
宮
廷
の
命
令
で
青
磁
の
名
窯
、
汝じ
ょ

窯よ
う

が
開
か
れ
、
王
朝
を
あ
げ
て
理
想
の
青
色
の

再
現
に
力
が
注
が
れ
て
お
り
、
そ
の
宋
か
ら

派
遣
さ
れ
た
徐じ
ょ

兢き
ょ
う

と
い
う
人
物
が
、「
翡ひ

色し
ょ
く

（
翡
翠
に
た
と
え
た
色
）」
と
呼
ば
れ
る
高
麗

青
磁
を
見
て
、
美
し
さ
に
驚
い
た
と
記
録
を

残
し
て
い
ま
す（『
宣せ
ん

和な

奉ほ
う

使し

高こ
う

麗ら
い

図ず

経き
ょ
う

』）。

　
そ
の
後
、13
世
紀
に
な
る
と
、繊
細
な
象
嵌

文
様
を
施
す
朝
鮮
独
自
の
表
現
が
流
行
し
、

貴
族
た
ち
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。
高
麗
と

い
え
ば
す
ぐ
れ
た
金
工
技
術
で
も
知
ら
れ
ま

す
が
、
本
作
品
は
貴
人
好
み
の
金
銀
器
を
象

嵌
青
磁
で
再
現
し
た
愛
ら
し
い
酒
杯
と
台
の

セ
ッ
ト
で
す
。

（
三
笠
景
子
）

柔
ら
か
い
筆

遣
い
の
草そ

う

仮が

名な

で
、
48
首
の
和

歌
が
書
写
さ
れ

て
い
ま
す
。
紙し

背は
い（

裏
面
）
の

紙
の
つ
ぎ
目
に

は
、
鎌
倉
時
代

に
伏ふ
し

見み

天て
ん

皇の
う

（
１
２
６
５
〜

１
３
１
７
）
が

花か

押お
う

を
記
し

て
い
る
た
め
、

天
皇
愛
玩
の
品
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
染そ
め

紙が
み

を
美
し
く
色

変
わ
り
で
継
い
で
お
り
、
2
紙
目
以
降
の

紙
背
に
は
中
国
・
前
漢
時
代
の
思
想
書「
淮え

南な
ん

子じ

」（
中
国
唐
時
代
・
8
世
紀
写
）が
書

写
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
紙
目
の
最
初
の
和

歌
が「
安
幾
破
起
乃
」（
あ
き
は
ぎ
の
）で
始

ま
る
た
め
、
秋
萩
帖
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
江
戸
時
代
に
は
良り
ょ
う

寛か
ん（

１
７
５
８
〜

１
８
３
１
）
も
学
ん
だ
平
安
時
代
の
流
麗

な
草
仮
名
で
す
。

（
恵
美
千
鶴
子
）

　
晴
れ
や
か
な
元
禄
文
化
を
伝
え
る
絞
り
染

の
小
袖
で
す
。
大
胆
な
斜
縞
は
、
紅
・
浅あ

さ

葱ぎ

・
黄
色
・
萌も

え

黄ぎ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
絞
り

染
に
し
て
い
ま
す
。
斜
縞
は
貞じ
ょ
う

享き
ょ
う

期き

か
ら
元げ
ん

禄ろ
く

期き

に
か
け
て
流
行
し
「
左ひ
だ
り

巻ま
き

」
と
称
さ
れ

ま
し
た
。
大
き
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
文
字
模

様
「
峯
」「
松
」「
風
」
は
浅
葱
や
紅
の
鹿
の

子
絞
り
、
小
さ
く
散
ら
し
た
草
書
文
字
は
紅

の
絹
糸
と
金
糸
で
刺
繡
し
て
い
ま
す
。
元
禄

期
は
平
安
文
学
が
町
人
に
も
愛
好
さ
れ
た
時

代
で
し
た
。
文
字
模
様
は
『
拾し
ゅ
う

遺い

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』

に
掲
載
さ
れ
た
斎さ
い

宮ぐ
う
の

女に
ょ
う

御ご

の
歌
「
琴
の
音
に

峯
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し

　
い
づ
れ
の
緒
よ
り

し
ら
べ
そ
め
け
む
」
を
散
ら
し
た
も
の
で

す
。
琴
の
音
が
秋
の
夜
の
松
風
と
響
き
合
い

う
っ
と
り
と
魅
了
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
を
表

し
て
い
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

※展示環境改善等のため、東洋館1階～4階は12月6日（月）～25日（土）まで閉室します。

墨
跡
の
名
品

本
格
修
理
後
、
初
公
開

貴
族
の
心
を
と
ら
え
た
高
麗
青
磁

国
宝

　
印い

ん

可か

状じ
ょ
う（

流な
が

れ
圜え

ん

悟ご

）

青せ
い

磁じ

象ぞ
う

嵌が
ん

菊き
っ

花か

文も
ん

稜り
ょ
う

花か

形が
た

杯は
い

・
托た

く

11
月
2
日（
火
）〜
11
月
28
日（
日
）

2
室
　
国
宝
室

8
月
24
日（
火
）
〜 

10
月
24
日（
日
）

10
室
　
衣
装

10
月
19
日（
火
）
〜 

12
月
5
日（
日
）

8
室
　
中
国
の
絵
画
・
書
跡
・
文
人
の
書
斎

通
年
展
示

10
室
　
朝
鮮
の
陶
磁

料
紙
の
美
と
流
麗
な
草
仮
名

国
宝

　
秋あ

き

萩は
ぎ

帖じ
ょ
う

大
胆
な
斜
縞
と
大
き
な
文
字
が

印
象
的
な
デ
ザ
イ
ン

小こ

袖そ
で

白し
ろ

綸り
ん

子ず

地じ

斜な
な
め

縞じ
ま

歌う
た

文も

字じ

模も

様よ
う

「直指人心」（部分）

◉秋萩帖　伝小野道風筆　平安時代・11～12世紀

小袖 白綸子地斜縞歌文字模様
江戸時代・17世紀

◉印可状（流れ圜悟）
圜悟克勤筆　
中国　北宋時代・
宣和6年（1124）
松平直亮氏寄贈

青磁象嵌菊花文稜花形杯・托
朝鮮　高麗時代・13世紀
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平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館

鼓つ
づ
み

は
、
砂
時

計
の
よ
う
な
く

び
れ
た
形
を
し

た
胴
に
皮
を
張

っ
て
打
ち
鳴
ら

す
楽
器
で
す
が
、

も
と
も
と
日
本

に
あ
っ
た
楽
器

で
は
な
く
、
中

国
や
朝
鮮
半
島

な
ど
の
外
国
の

音
楽
と
と
も
に

伝
来
し
た
楽
器
で
す
。
法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

に
伝
わ
っ

た
彩
絵
鼓
胴
は
、
全
体
に
宝ほ
う

相そ
う

華げ

と
い
う

空
想
上
の
華
麗
な
花
を
彩さ
い

色し
き

で
表
し
た
鼓

の
胴
で
あ
り
、
内
側
に
は
法
隆
寺
の
東と
う

院い
ん

に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
墨
書
が
あ
り
ま

す
。
環
状
金
具
が
付
い
て
お
り
、
こ
こ
に

紐
を
通
し
て
、
首
か
ら
鼓
を
下
げ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
奈
良
時
代
の
大
寺
院
で
は
法ほ
う

会え

の
際
に
演
奏
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
法

隆
寺
に
も
古
い
楽
器
が
伝
わ
っ
た
の
で

す
。

（
猪
熊
兼
樹
）

　
日
が
落
ち
る
寸
前
、
す
べ
て
の
も
の
が
青

み
が
か
っ
た
バ
ラ
色
の
輝
き
を
帯
び
る
瞬
間

が
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
色
調
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
井
戸
と
垣
根
と
遠
く
の
野
山

を
描
き
出
す
簡
略
か
つ
的
確
な
筆
致
に
も
、

つ
か
の
間
の
美
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
画
家

の
心
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
鎌
倉
材
木
座
の
新
築
の
別
荘
で
、
月
の
出

を
見
た
こ
と
か
ら
発
想
さ
れ
た
と
い
う
「
其

日
の
は
て
」は
、複
数
の
下
絵
の
制
作
を
経
て

カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
か
れ
、
第
8
回
文
展
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
２
３
年
の
関
東
大

震
災
で
焼
失
し
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
下
絵

は
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
の
み
が
残
る
本
画
の
色

合
い
を
想
像
す
る
手
が
か
り
と
も
な
る
も
の

で
す
。（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
吉
田
暁
子
）

　
文
永
の
役（
１
２
７
４
）・
弘
安
の
役（
１
２

８
１
）、い
わ
ゆ
る
蒙も
う

古こ

襲し
ゅ
う

来ら
い

の
際
に
元げ

ん

軍
が

使
用
し
た
炸さ
く

裂れ
つ

弾
の
本
体
で
す
。
明
治
時
代

に
鷹た
か

島し
ま

神こ
う

崎ざ
き

沖
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
の
ち
、

当
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
同
地
で
の

調
査
が
進
み
、
当
館
所
蔵
品
の
類
品
が
新
た

に
引
き
揚
げ
ら
れ
、
当
時
の
文
献
や
絵
図
に

み
え
る
元
軍
の
兵
器「
て
つ
は
う
」と
判
明
し

ま
し
た（
参
考
図
）。
火
薬
な
ど
の
中
身
が
な

く
炸
裂
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
来

は
中
に
鉄
片
や
陶
器
の
か
け
ら
を
詰
め
る
な

ど
、強
い
威
力
を
も
つ
兵
器
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

（
山
本
亮
）

特
別
展
で
は
、
作
品
の
状
態
を
確
認
し
、
輸
送

計
画
を
立
て
る
た
め
に
、
事
前
に
調
査
や
撮
影

を
行
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
が
学
術
的
に
重

要
な
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

特
別
展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」（
↓
2
ペ

ー
ジ
）
で
出
品
さ
れ
る
岐
阜
・
願が

ん

興こ
う

寺じ

（
蟹か

に

薬や
く

師し

）
の
本
尊
、
薬
師
如
来
坐
像
は
、
こ
れ
ま
で
鎌

倉
時
代
初
頭
の
制
作
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
秘
仏
で
あ
る
た
め
に
、
学
術
的
な
調

査
を
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
度
の
調
査
に
よ
っ
て
、
構
造
に
少
し
変

わ
っ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

体
部
は
前
後
に
ふ
た
つ
の
材
を
組
み
合
わ
せ
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
像
内
を
空
洞
に
す
る
内う

ち

刳ぐ

り
を
す
る
際
に
、
部
分
的
に
わ
ざ
と
支
柱
状

に
材
を
彫
り
残
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
造

像
上
の
工
夫
と
み
ら
れ
る
特
徴
的
な
仕
様
は
、

像
の
制
作
年
代
が
平
安
時
代
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
（
皿
井
舞
）

秘
仏
の
知
ら
れ
ざ
る
構
造
が

事
前
調
査
で
明
ら
か
に

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究
○13

（部分）

10
月
12
日（
火
）〜
12
月
25
日（
土
）

第
4
室

木
・
漆
工

楽
器

〜
11
月
7
日（
日
）

黒
田
記
念
室

9
月
22
日（
水
）〜

年
3
月
21
日（
月
・
祝
）

考
古
展
示
室

美
し
い
彩
色
が
施
さ
れ
た
鼓

画
家
の
心
を
感
じ
る

デ
リ
ケ
ー
ト
な
色
調

絵
巻
で
も
描
か
れ
て
い
る
弾

重
文
　
彩さ

い

絵え

鼓こ

胴ど
う

其そ
の

日ひ

の
は
て
下
絵
一

て
つ
は
う

2020年8月、願興寺（蟹薬師）
の収蔵庫内での撮影の様子
※調査研究の内容は展覧会図録の
解説で詳しく紹介しています。

◎彩絵鼓胴　奈良時代・8世紀

てつはう
鎌倉時代・13世紀
長崎県松浦市 
鷹島神崎沖出土
林慶良氏寄贈

参考図　
蒙古襲来絵巻（模本）
雅信、雅紹、養福、
養道、会心法印、雅𤋮、
養實模
江戸時代・19世紀

其日のはて 下絵一
黒田清輝筆　大正3年(1914)
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

3-1

書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

2

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
流れ 2階

11/2㊋ -28㊐

◉秋
あき

萩
はぎ

帖
じょう

伝小野道風筆　平安時代・11～12世紀 （→6ページ）

-9/26㊐

◎玄
げん

奘
じょう

三
さん

蔵
ぞう

像
ぞう

鎌倉時代・14世紀

仏典を求めて西
域を旅する玄奘
を描いた画像で
す。緻密な描写
が見どころです

9/28㊋-11/7㊐

◎法
ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

伝
でん

絵
え

鎌倉時代・14世紀　
松永安左エ門氏寄贈

臨終の間際に紫雲が立つなど、法
然に起こった様々な奇瑞を描きます

9/28㊋-11/7㊐

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

抜
ぬき

書
がき

伝尊円親王筆　南北朝時代・14世紀

-9/26㊐

時
じ

代
だい

不
ふ

同
どう

歌
うた

合
あわせ

絵
え

藤
ふじ

原
わらの

敏
とし

行
ゆき

鎌倉～南北朝時代・14世紀　個人蔵

上部に記された和歌が後醍醐天皇筆と伝わ
る大変珍しい歌仙絵です

-12/25㊏

遮
しゃ

光
こう

器
き

土
ど

偶
ぐう

縄文時代（晩期）・
前1000～前400年
秋田県美郷町
六郷石名館出土

-9/26㊐

誕
たん

生
じょう

釈
しゃ

迦
か

仏
ぶつ

立
りゅう

像
ぞう

飛鳥時代・7世紀
矢野鶴子氏寄贈

釈迦が出生後に両手で天地
を指したという伝説を造形
化したものです

-12/25㊏

◉ 興
こう

福
ふく

寺
じ

鎮
ちん

壇
だん

具
ぐ

　ガラス玉
だま

奈良時代・8世紀　
奈良市興福寺中金堂
須弥壇下出土

画
が

文
もん

帯
たい

仏
ぶつ

獣
じゅう

鏡
きょう

古墳時代・6世紀
岡山県倉敷市
王墓山古墳出土

中国大陸の神仙思
想と仏教が融合した
図像をもつ鏡です

10/5㊋-10/31㊐

◉伝
でん

藤
ふじ

原
わらの

光
みつ

能
よし

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀
京都・神護寺蔵 

伝源頼朝、伝平
重盛像とともに伝
わった日本肖像画
史上の最高傑作
です

-10/3㊐

赤
あか

楽
らく

筒
つつ

茶
ちゃ

碗
わん

久田宗全作
江戸時代・17～18世紀 

茶家・久田家三代目の作。
持つと手になじむ緩やかな
削りが施されています

10/5㊋-11/14㊐

◎熊
くま

野
の

懐
かい

紙
し

飛鳥井雅経筆　鎌倉時代・正治2年（1200） 

-9/26㊐

◎寒
かん

山
ざん

拾
じっ

得
とく

図
ず

伝周文筆　
春屋宗園賛　
室町時代・15世紀 

奇抜な言動で知
られるふたりの
僧侶。墨のにじ
みと筆のかすれ
が絶妙です

9/28㊋-11/7㊐

◎四
し

季
き

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

伝雪舟等楊筆
室町時代・15世紀

（部分）

（部分）

（部分）

（部分）
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
・
江
戸

7

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

9・10・11月
10/5㊋-12/25㊏

色
いろ

絵
え

文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

薩摩　江戸時代・19世紀 

珍しい薩摩焼の文房具セット。 
精巧な造形に色絵が華やかです

-10/3㊐

松
まつ

鶴
つる

菊
きく

蒔
まき

絵
え

薬
やく

味
み

壺
つぼ

江戸時代・17世紀 

6つの小壺が梅花形に連結されています。
胡椒や山椒などを分けて入れました

-10/3㊐

書
しょ

状
じょう

浦上春琴筆
江戸時代・
19世紀 

江戸時代後期の文人画家・浦上春琴が朋友との
船旅の様子を綴った書状です

10/5㊋-11/14㊐

兎
うさぎ

桔
き

梗
きょう

図
ず

俵屋宗達筆　江戸時代・17世紀　川合玉堂氏寄贈

淡墨に包まれて浮かび上がる兎を描きます。
宗達が得意とする画題です

10/26㊋-12/25㊏

四
よ

天
てん

亀
きっ

甲
こう

雲
うん

鶴
かく

龍
りゅう

模
も

様
よう

坂東三津江所用　江戸時代・19世紀　高木キヨウ氏寄贈

総刺繡の重厚な繡
ぬい

四
よ

天
てん

は、勇猛な役や盗賊・妖術使い
などの役に用いられます

-10/24㊐

◎能
のう

面
めん

猩
しょう

々
じょう

奈良・金春家伝来　室町時代・15～16世紀

海に棲む酒好きの妖精・猩々は、赤い顔に濡
れたような毛描きが特徴的です

10/26㊋-12/25㊏

小
こ

袖
そで

 
白
しろ

茶
ちゃ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

住
すみ

吉
よし

風
ふう

景
けい

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀 

和歌や王朝文学の舞台と
なった住吉の風景を、繊
細な友禅染で表現した優
品です

-9/26㊐

○立
たち

美
び

人
じん

図
ず

懐月堂度繁（かいげつどうど
はん）筆　江戸時代・18世紀

肥痩の激しい大胆豪放な
立美人図を得意とした懐
月堂派による作品です

-10/24㊐

振
ふり

袖
そで

白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

菊
きく

雲
くも

鳥
とり

蝶
ちょう

模
も

様
よう

江戸～明治時代・19世紀 

裕福な商家の娘の振袖。
雲や鳥と蝶の模様には宮
廷の雅な世界への憧れが
見られます10/26㊋-11/21㊐

北
ほく

楼
ろう

及
およ

び演
えん

劇
げき

図
ず

巻
かん

菱川師宣筆　江戸時代・17世紀 

江戸を代表する二大悪所、吉原遊郭と
芝居小屋を題材とした作品です

10/5㊋-12/25㊏

◎朱
しゅ

漆
うるし

金
きん

蛭
ひる

巻
まきの

大
だい

小
しょう

　安土桃山時代・16世紀 

-10/3㊐

槇
まき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

尾形光琳筆　江戸時代・18世紀　
岡崎正也氏寄贈

金箔の空間に柔らかな曲線で槇の木を描
きます。宗達を学んだ光琳の作品です

10/5㊋-11/14㊐

雨
あま

宿
やど

り図
ず

屛
びょう

風
ぶ

英一蝶筆　江戸時代・18世紀

様々な階層の人々がひとつ
屋根の下で雨宿りする様
子を活写しています

9/28㊋-12/19㊐

紺
こん

糸
いと

威
おどし

六
ろく

枚
まい

胴
どう

具
ぐ

足
そく

江戸時代・18世紀　澤木昌子氏寄贈

西洋甲冑の影響を受けたとみられる
桃形兜を備えた重厚な具足です

浮世絵 衣装

（部分）

（部分）
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

歴
史
の
記
録

15

特
集

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

11

15

案内
 展示 1階

-11/14㊐

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

（善
ぜん

光
こう

寺
じ

式
しき

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

中
ちゅう

尊
そん

）
鎌倉時代・文永2年（1265）

長野・善光寺の本尊を模
した阿弥陀三尊像の中尊
が残ったものです

◎菊
きく

螺
ら

鈿
でん

鞍
くら

鎌倉時代・13～14世紀 

繊細で美しい螺鈿の
技が光ります。その
描線は、わずか1ミ
リメートルに満たな
い細工です

-11/21㊐

梅
ばい

月
げつ

蒔
まき

絵
え

文
ぶん

台
だい

室町時代・16世紀

9/14㊋-11/28㊐

金
こん

銅
どう

五
ご

鈷
こ

鈴
れい

鎌倉時代・13世紀 

振り鳴らした際の鋭い金
属音が眠れる仏心を呼び
覚ますとされます

金
こん

銅
どう

羯
かつ

磨
ま

鎌倉時代・13世紀

-11/7㊐

色
いろ

絵
え

桜
おう

楓
ふう

文
もん

木
もっ

瓜
こう

形
がた

鉢
はち

仁阿弥道八（1783～1855）作、｢道八｣印
江戸時代・19世紀 

「雲
うん

錦
きん

手
で

」と呼ばれる鉢で、紅葉と  
桜がひとつの器に表されます

-11/7㊐

◉太
た

刀
ち

福
ふく

岡
おか

一
いち

文
もん

字
じ

吉
よし

房
ふさ

鎌倉時代・13世紀

吉房は備前刀福岡一文字派の名工。力強い刀身に華やかな刃文が光ります

9/28㊋-12/19㊐
「浅草寺のみほとけ」
（→5ページ）

大
だい

威
い

徳
とく

明
みょう

王
おう

騎
き

牛
ぎゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀　
東京・浅草寺蔵 

6本の脚をもつ異色の
明王像。水牛が立つ点
でも珍しい像です

-12/25㊏

◎巴
ともえ

文
もん

大
たい

壺
こ

珠洲　平安時代・12世紀　文化庁蔵

◉刀
かたな

相
そう

州
しゅう

貞
さだ

宗
むね

（名
めい

物
ぶつ

亀
きっ

甲
こう

貞
さだ

宗
むね

） 
鎌倉～南北朝時代・14世紀　渡邊誠一郎氏寄贈

-10/3㊐

虫
ちゅう

譜
ふ

江戸時代・17～19世紀写 

日本における虫類図巻のさきがけ。
リアルな生態にご注目ください

10/5㊋-11/28㊐

◎日
に

本
ほん

沿
えん

海
かい

輿
よ

地
ち

図
ず

（中
ちゅう

図
ず

）関
かん

東
とう

伊能忠敬作　江戸時代・19世紀 

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

宗清作　南北朝時代・暦応2年（1339） 
東京・浅草寺蔵 

蔵
ざ

王
おう

権
ごん

現
げん

立
りゅう

像
ぞう

鎌倉時代・12～13世紀

山中の修行者に信仰さ
れる蔵王権現。躍動的
なポーズが特徴です



ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

11

の

 本館１階 

総合文化展でも特別展「最澄と天台宗のすべて」 
関連展示を開催しています
本館11室　展示期間：～11月14日（日）
本館11室では、平成館の特別展示室で開催される
特別展「最澄と天台宗のすべて」（→2ページ）に合
わせて、天台宗に関わる彫刻を展示します。
平安時代に最澄が天台宗を開宗して以来、日本文化
に大きな影響を与えた天台宗の教えは、長い歴史
のなかで多くの作品を生み出してきました。本館11
室では、天台宗中

ちゅう

興
こう

の祖と称される慈
じ

恵
え

大
だい

師
し

坐
ざ

像
ぞう

（滋賀・金
こん

剛
ごう

輪
りん

寺
じ

蔵）、もとは比叡山にあったと伝わ
る不

ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

（京都・妙
みょう

法
ほう

院
いん

蔵）、江戸時
代に関東での天台宗の拠点とされた寛永寺
の釈

しゃ

迦
か

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

などの彫像を通じて、天台
宗が各時代、各地域に残した足跡を紹介し
ます。特別展と合わせてご覧ください。 

（増田政史）
 東洋館地下１階 

TNM & TOPPANミュージアムシアター 
VR作品『法隆寺 国宝 金堂―聖徳太子のこころ』
2021年10月10日（日）まで 

法隆寺の中心である金堂には、太子ゆかりの本尊をはじめ、仏像や壁
画によって浄土世界が表され、今日まで大切に守られています。本作品
は、実際には入ることができない金堂内のすべてをバーチャルリアリ
ティによって再現。本尊の仏像や壁画を間近にし、聖徳太子がわが国
の理想としてこころに描いた世界が蘇ります。

料金：一般・大学生・高校生600円、小学生・
中学生300円、未就学児、障がい者とその介護
者各１名は無料（1作品／1回あたり）、別途入館
料が必要です。開演時間までにチケットをお買
い求めください（当日券のみ）。   
※所要時間 約35分です。

〔予告〕VR作品『空海　祈りの形』
10月13日（水）～ 12月25日（土）（予定）

※演目・スケジュール・定員は、都合により変更となる場合がございます。
※詳細はウェブサイト（https://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

 柳瀬荘（埼玉県所沢市） 

柳瀬荘アート教育プロジェクトのお知らせ

埼玉県所沢市にある当館の施設「柳瀬
荘」にて、地域に眠る文化・芸術・自然・
建造物から生まれるアートの開拓と地域
との対話を企画テーマとした、「柳瀬荘
アート教育プロジェクト」を開催します。
このイベントは、当館と日本大学芸術学部の共催により、隔年で実施
している秋の恒例行事です。本来は昨年実施予定でしたが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の状況を鑑みて、1年延期して今年開催するこ
とになりました。今回の展示テーマは、「柳瀬山荘と彫刻」です。
通常は毎週木曜日、外観のみ無料で公開していますが、本イベントで
は建物の内部も見学することができます。アートとあわせて「柳瀬荘」
をお楽しみいただける機会です。

テーマ：「柳瀬山荘と彫刻」
日程：10月21日（木）～11月28日（日）の木、土、日、祝日（20日間）
時間：10：00～15：00　観覧料：無料

※「柳瀬荘」へのアクセスは当館ウェブサイトにてご確認ください。

1617

19 20

18

本館展示
ジャンル別

9・10・11月

壺
つぼ

八重山諸島　パナリ焼　
第二尚氏時代・17世紀

9/22㊌-10/31㊐

高
こう

秋
しゅう

霽
せい

月
げつ

長野草風筆　大正15年（1926）
笹沼千代子氏寄贈

高天に輝く満月と無数のちぎれ雲が
幻想的な夜空を彩ります

11/2㊋-12/19㊐

游
ゆうじんよちあり

刃有余地
横山大観筆　
大正3年（1914） 

9/14㊋-12/5㊐

サパンペ（儀
ぎ

礼
れい

用
よう

の冠
かんむり

）
樺太アイヌ　19世紀　徳川頼貞氏寄贈

男性が正装の際に被る儀礼用の冠で、
顔の前に房を垂らします

◎不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・10世紀   京都・妙法院蔵

天台宗の本山の比叡山にあっ
たと伝わります。左足の踵（か
かと）を上げるのは珍しい表
現です

（左幅）
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※ 掲載している催し物は、今後、予告なく変更・中止する場合が
ございます。最新情報は、当館ウェブサイト等でご確認ください。
また、動画配信については、公開済、公開予定のコンテンツの
両方を掲載しています。

　 「 」を開催しました

7月20日（火）～8月1日（日）

毎年恒例の「トーハクキッズデー」。

博物館でのイベントに加え、今年はおうちで

楽しめる企画もご用意しました。

オンラインでは、

扇のかたちのぬりえや、

子どものためのギャラリートークなど、

おうちで安全に楽しめるものが

いろいろあったわよ！

博物館では、
和楽器のコンサートや、

みんなのぬりえを貼って完成させる
大きな屛風、見学ガイドアプリの

タブレット貸出もあって
楽しかったほー！

 お知らせ
ご自宅等でお楽しみいただけるよう、YouTubeにて動画を
配信しています。

オンライン

月例講演会
「『トーハクなび』のつくり方とつかい方」
講師：中村麻友美（教育普及室研究員）

2020年3月末にリニューアルした
総合文化展の公式鑑賞ガイドアプ
リ、「トーハクなび」の開発までの
歩みと、その使い方についてお話
しします。

「仏具の庭は花盛り」
講師：清水健（工芸室主任研究員）

仏教の礼拝や儀礼に使用される道
具すなわち仏具には、花の意匠が
盛んに用いられています。様々な
かたちで仏具に咲いた花々をご紹
介します。

「『上野の山で動物めぐり』の裏側をめぐる」
講師：神辺知加（デザイン室主任研究員）

上野動物園、国立科学博物館との
連携企画「上野の山で動物めぐり」
は今年で14回目を迎えました。長
寿企画のこれまでの取り組みを振
り返ります。

東京国立博物館
YouTubeチャンネル

オンライン

ギャラリートーク
「博物館で動物めぐり」
講師： 皿井舞（平常展調整室長）、三笠景子（特別展室主任研究員）、 

大橋美織（絵画・彫刻室研究員）、山本亮（考古室研究員）

「博物館で動物めぐり」は、特別展
「国宝　鳥獣戯画のすべて」（2021
年4月13日〈火〉～6月20日〈日〉）
にあわせた関連企画です。動物を
モチーフにした選りすぐりの作品
を各展示室にちりばめました。
動画では各研究員おすすめの作品をご紹介しています。

「名
めい

物
ぶつ

裂
ぎれ

レンズを通して裂を味わう」
講師：沼沢ゆかり（保存修復室研究員）

「茶の湯」と深い関わりをもつ「名
物裂」。その文様や技法を、肉眼で
は見えない世界も交えてご紹介し
ます。動画ならではの裂鑑賞をお
楽しみください。

「仏画に描かれた動物たち」
講師：沖松健次郎（列品管理課長）

仏や菩薩などを描く仏教絵画の中
にも、様々な役割をもった動物た
ちが登場します。本動画ではこれ
ら仏画の中の動物たちに視点をお
いて見ていきます。

「特別企画『スポーツ NIPPON』の見どころ」
講師： 青木祐一（秩父宮記念スポーツ博物館学芸員） 

木村一貫（秩父宮記念スポーツ博物館学芸員） 
新名佐知子（秩父宮記念スポーツ博物館学芸員） 
佐藤寛介（貸与特別観覧室・登録室長） 
高橋真作（文化財活用センター企画担当研究員）

日本におけるスポーツのあゆみと
文化を、当館の美術工芸品と秩父
宮記念スポーツ博物館の近現代ス
ポーツ資料を通して紹介する本展
（～9月20日〈月・祝〉）の見どころ
をご案内します。 ◎獅子螺鈿鞍　平安～鎌倉時代・ 

12～13世紀　嘉納治五郎氏寄贈

教 育 普 及 事 業
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オンライン オンラインプログラムがスタートしました

9月4日（土）～11月28日（日）
表慶館

古来、日本に暮らす人々は、身近な自然への想いを生活の中
で育み、和歌や絵などに表現してきました。その世界観は今も昔
も変わりはありません。
この展覧会では、春夏秋冬の花が表された7点の日本美術

（複製）とともに現代のポップカルチャーをあわせて紹介します。
7つの作品と現代を結ぶキーとなるのは、アイドルグループの乃
木坂46です。
ここではメンバー一人ひとりが花に見立てられ、彼女たちのパ

フォーマンスが、映像インスタレーションによって、日本の人々が

花に託した造形の本質を、季節を巡りながら示されていきます。
彼女たちが日々、表現している歌詞や世界観が文化財に重ねら
れていくことで、乃木坂46と日本の文化と、そして私たちが生き
る日常／自然とが、地続きの存在であることを実感していただき
ます。
この展覧会によって、これまで古美術にふれる機会の少な

かった方々や、博物館に来たことのない人にも、文化財の魅力を
感じていただける大きな機会となるでしょう。 （松嶋雅人）

観覧料：一般・大学生1,800円、高校生1,000円　※中学生以下、障がい者とその介護者1名は無料／※入館は事前予約制
展覧会公式サイト https://nogizaka-fourseasons.jp/

スクール
プログラム
スクール
プログラム

　「東京国立博物館スクールプログラム」は、小学校・中学
校・高等学校の皆様が学校の授業で当館を見学する、ある
いは博物館や所蔵品について学ぶときの手助けとなるプロ
グラムです。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実際に対面

して行うこれまでのスクールプログラムは現在休止していま
すが、この夏から、Zoomを使ったオンラインプログラムを

新たにスタートしました。
ご来館前に学校で視聴していただくガイダンスビデオ「は
じめての東博」も好評です。
東京国立博物館に行きたい、行けないけれど博物館に

ついて知りたい！という学校の先生や児童・生徒の皆様は
ぜひ、当館のウェブサイトで詳細をご覧いただきご活用く
ださい。

「トーハクに行きたい！」
「行けないけれど知りたい！」
という学校の先生や児童・生徒の皆様に
ご活用いただきたいプログラムです。

作品を展示するとき、どんなことに気をつけているか
など、皆様の疑問にもお答えします

展示室などから臨場感をもって博物館についてご紹介します

東京国立博物館
スクールプログラム

©乃木坂46LLC

◎夏
なつ

秋
あき

草
くさ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　酒井抱一筆　江戸時代・文政4年（1821）頃

※会場では高精細複製品を展示
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12月14日（火）は電気設備等保守点検のため、臨時休館します。
12月26日（日）～ 2022年1月1日（土・祝）は休館します。

また、展示環境改善等のため、展示室の一部を以下の通り閉室します。
東洋館1階～ 5階：12月6日（月）～ 25日（土）
平成館考古展示室：12月24日（金）～ 25日（土）

休館・閉室情報

手ぬぐいをプレゼント

大好評の伊藤若冲自画自刻の「玄
げん
圃
ぽ
瑤
よう

華
か
」を使用したポスターデザインの手ぬ

ぐいを10名様にプレゼントします。
締切は2021年12月10日（金）必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふり
がな）、性別、年齢、ならびにこの号で
一番おもしろかった記事をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は
発送をもって代えさせていただきます。
※手ぬぐいは1種類のみです。販売はしてい
ません。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース9・10・11月号」プレゼント係

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2021年4月25日（日）から
5月31日（月）にかけて臨時休館したことに伴い、会員制度の有効期限
を延長しております。窓口での延長手続きは不要ですので、対象となる
会員証および各種無料券を入口等でご提示ください。なお、賛助会につ
きましては、有効期限の延長は行いませんので、ご了承ください。

［対象］
有効期限2021年 4月25日（日）～ 2022年5月30日（月）の「友の会」
「メンバーズプレミアムパス」「国立博物館メンバーズパス（ 4館共通）」
の会員証をお持ちの方。その他、他館会員制度や、寄附特典等で配布
された各種無料券も延長対象となります。

［延長期間］
会員証・総合文化展招待券・ 
ミュージアムシアター無料観覧券（鑑賞チケット引換券）
→元の有効期限から37日間（臨時休館日数分）延長

特別展観覧券
→元の有効期限から3カ月間延長
※詳しくは当館ウェブサイト「会員制度・寄附・寄贈」をご覧ください。

臨時休館に伴う会員制度の有効期限延長について

「冬木小袖」修理プロジェクト
は皆様からのご支援で目標の
1,500万円を達成することがで
きました。心より御礼申し上げ
ます。「冬木小袖」は2022年末
に本格修理が完了し、2023年
には総合文化展で展示を予定
しています。修理報告や今後
の展示情報などは、文化財活
用センターウェブサイトを通じ
てお伝えしていきます。
ご寄附の受付窓口は2021年末
まで継続いたします。頂いたご寄附は、修理を待つ当館蔵の文化財の修
理費として活用します。大切な文化財を未来へつなぐために、さらなるご
支援をお願いいたします。

【御礼】「冬木小袖」修理プロジェクト　目標金額達成！

「冬木小袖」 
修理プロジェクト

修理作業の様子（撮影：凸版印刷株式会社）
本号5ページでもご紹介して
いる浅草寺は、2020 年春、
雷門の「大提灯」を新調し
当館の木下上席研究員監修
のもと、ライトアップの照明器
具もLED 化しました。
大提灯の後ろの「風雷神門」
の文字と「風神像」「雷神像」の照明、「金龍立像」「天龍立像」とあ
わせ、全体が新しい光で照らされています。夜、鮮やかに浮かび
上がる浅草寺にもご注目ください。

浅草寺ライトアップ

トーハクに「ポケふた」が設置されました！

当館正門前にポケモンマンホール「ポケふ
た」を設置しました。どぐうポケモンのヤジ
ロンとせいどうポケモンのドーミラーが描か
れたマンホールです。
このポケモンたちによく似た作品が展示室
の中にいるかもしれません。当館に遊びに
きたときはぜひ探してみてください。

Music Program TOKYO まちなかコンサート～芸術の秋、音楽さんぽ～

都内の文化施設と連携した新進演奏家によるコンサート「Music
Program TOKYO まちなかコンサート」を今年も開催します。
日時： 10月28日（木）14：00～14：20／15：00～15：20
会場：本館大階段
出演者：東京音楽コンクール入賞者による弦楽四重奏（予定）
料金：無料（ただし、当日の入館料が必要）
主催： 東京都／公益財団法人東京都歴史文化財団 東京文化会館・

アーツカウンシル東京
お問合せ： 
東京文化会館事業係
（TEL：03-3828-2111）
※土・日曜、祝日は除く

2017年の様子

平成館ラウンジにて「台東区の伝統工芸職人展」を開催します。日程
は11月23日（火・祝）～ 28日（日）、料金は無料です（ただし、当日
の入館料が必要）。なお、新型コロナウイルス感染状況により、中止
や変更となる場合があります。

お問合せ：
 台東区産業振興課
伝統工芸担当
（TEL：03-5246-1131）

台東区の伝統工芸職人展

2018年の様子
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9月 10月 11月

休 館日 6日、13日、21日、27日 4日、11日、18日、25日 1日、8日、15日、22日、29日

※開館時間、休館日等の最新情報は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

 9・10・11月の休館日情報 

◆ 東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円
● 入館は事前予約制（日時指定券）となります。 
〔入館可能時間〕9：30～12：30、12：30～16：30、  
　　　　　　　16：30～20：30（夜間開館実施日のみ）

　※滞在時間の制約はありません。
● 障がい者とその介護者1名は無料。 
満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方は無料
● 敬老の日（9月20日〈月・祝〉）、文化の日（11月3日〈水・祝〉）は、
総合文化展のみ観覧無料

詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

◆  東京国立博物館賛助会員（寄附会員制度）募集のご案内
東京国立博物館の運営の趣旨にご賛同いただける団体・個人向けの
寄附会員制度です。寄附金控除の対象になります。

【主な特典】  特別展内覧会へのご招待 など
【年  会  費】  〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上、特別会員 

100万円（1口）、維持会員 20万円
〈個人〉プラチナ会員 100万円以上、ゴールド会員 
20万円、シルバー会員 5万円

【申込方法】  会員受付窓口、ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

 詳細は担当までお問合せください。

◆  東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、1年間のうち何度でもご来館いただける会員
制度をご用意しております。

友の会 　

発行から1年間有効 年会費：7,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別
展観覧券を3枚と、ミュージアムシアター観覧券1枚、
ショップ・レストラン割引などさまざまな特典があります。

＊ 2021年4月以降にお申込みの方で、本誌の郵送をご希望される場合
は、別途「東京国立博物館ニュース」の定期購読をお申込みください。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
発行日から1年間有効 年会費：一般2,500円、学生1,200円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能

東京国立博物館ニュース定期購読
年会費：1,000円（1年分）

【特　　典】  東京国立博物館ニュースを年 4回、1年分ご指定の
場所に送付いたします。＊次号（12‐2月号）より送付
をご希望の場合、締切は2021年11月10日（水）です。

〇申込方法
1. 会員受付窓口
　 当館正門前の会員受付窓口で即日発行し、当日からご使用い
ただけます。（現金またはクレジットカード、電子マネー）。

2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまた
は郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、4館共通、ニュース）、②区分（一
般、学生（4館共通のみ））、③メールアドレス（メールマガジン希
望者のみ）、④郵便番号、⑤住所、⑥氏名（ふりがな）、⑦電話
番号を通信欄・ご依頼人欄にご記入の上、下記口座までお振替
ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 友の会または国立博物館メンバーズパス(4館共通)にお申込
みの方で、「東京国立博物館ニュース」の送付をご希望の方は、
振替用紙に『東京国立博物館ニュース定期購読希望』とご記入
のうえ、各会費に追加料金として1,000円を加えた金額をお振
替ください。
●  振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管
してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで、2週間程度かかり
ます。
＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ
使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、
適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、   
Twitter、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト    
https://www.tnm.jp/

ご注意 2021年4月1日（木）より、賛助会員制度及び会員制度を
以下のように改定し、賛助会は名称及び特典、会員制度は年会費
及び特典が変更となっております。詳細は当館ウェブサイトやチ
ラシをご確認ください。なお、2021年3月31日（水）までに発行
された会員証の特典は、有効期限内に限りご利用いただけます。

◉お問合せ
　電話 03-3822-1111（代）／ FAX 03-3821-9680  
　総務課渉外開発担当 
　＊月～金曜日の9：30 ～17：00（土日・祝休日は除く）
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か
な
紅
色
を
背
景
に
、
一

面
に
伸
び
る
花
唐
草
と
上
部
に
は

大
き
な
花
び
ら
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
は
、
軽
や
か
に
地

を
駆
け
ま
わ
る
鹿
、
水
面
を
た
だ

よ
う
水
鳥
、
そ
し
て
優
雅
に
飛ひ

翔し
ょ
う

す
る
龍
や
鳳
凰
が
表
さ
れ
ま
す
。

華
や
か
な
色
づ
か
い
と
楽
し
げ
な

動
物
の
姿
が
、
見
る
人
の
心
を
躍

ら
せ
て
く
れ
る
作
品
で
す
。

　
現
在
は
断
片
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
左
上
の
大
き
な
花
形
の
モ

チ
ー
フ
は
、
も
と
は
８
弁
の
花
文

様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
花
文
様
を
中
央
に
配
し
た
作

品
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

瑞ず
い

獣じ
ゅ
う

で
あ
る
龍
や
鳳
凰
を
は
じ

め
、
富
や
高
い
身
分
を
象
徴
す
る

牡ぼ

丹た
ん

、
長
寿
を
祝
う
鹿
は
、
吉き
っ

祥し
ょ
う

文
様
と
し
て
中
国
で
古
く
よ
り
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
鹿
や
鳳
凰

の
つ
が
い
の
動
物
は
、
夫
婦
円
満

を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
作
品
に
も
、

同
様
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム

た
っ
ぷ
り
に
花
ひ
ら
い
た
牡
丹
か

ら
は
、
芳
し
い
香
り
が
た
だ
よ
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
ど
こ

か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
物
の
表
情
も

愛
ら
し
く
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。

「
こ
く

絲し

」と
い
う
言
葉
は
、
あ
ま

り
聞
き
慣
れ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
は
織
り
の
技
法

を
示
し
て
お
り
、
日

本
で
は
綴つ
づ
れ

織お
り

に
あ
た

り
ま
す
。
通
常
、
織

物
は
経た
て

糸い
と

に
対
し
緯よ

こ

糸い
と

を
幅
い
っ
ぱ
い
に

入
れ
、
規
則
的
に
交

差
さ
せ
て
織
り
ま

す
。
平ひ
ら

織お
り

は
も
っ
と

も
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
経
糸
と

緯
糸
を
交
互
に
浮
き
沈
み
さ
せ
る

技
法
で
す
。

絲
は
、
こ
の
平
織

を
使
い
な
が
ら
、
１
本
の
緯
糸
を

端
か
ら
端
ま
で
通
さ
ず
、
文
様
の

色
の
境
目
に
し
た
が
っ
て
折
り
返

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
色
の
変

わ
り
目
で
緯
糸
を
Ｕ
タ
ー
ン
さ
せ
、

経
糸
を
く
る
む
よ
う
に
織
っ
て
い

く
の
で
す
。
よ
く
見
る
と
、
異
な

る
色
糸
の
間
に
は「
ハ
ツ
リ
」と
呼

ば
れ
る
隙
間
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
緯
糸
は
非
常
に
密
に
織
り
こ

ま
れ
る
た
め
、
経
糸
は
覆
い
隠
さ

れ
ま
す
。
文
様
に
そ
っ
て
、
色
糸

を
嵌は

め
込
む
よ
う
に
織
り
上
げ
る

の
が

絲
の
特
徴
で
す
。

　
中
国
に
お
け
る

絲
の
起
源
は

古
く
、
唐
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
が
、
南
宋
時
代
に
大
き
な

発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
作
品

は
、
そ
の
あ
と
の
時
代
、
13
世
紀

か
ら
14
世
紀
頃
の
元
時
代
に
製
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
織
物

で
表
さ
れ
た
理
想
郷
の
よ
う
な
世

界
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
沼
沢
ゆ
か
り
）
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絲 紅地牡丹龍鳳凰花鳥鹿文様　中国　元時代・13～14世紀

色の境界には「ハツリ」と呼ばれる、  
糸の隙間が見えます

2021年9月・10月・11月号

こ く

絲
し

 紅
べに

地
じ

牡
ぼ

丹
たん

龍
りゅう

鳳
ほう

凰
おう

花
か

鳥
ちょう

鹿
しか

文
もん

様
よう

9月28日(火)～12月5日(日)
東洋館5室

華やかな草花と縁起物の動物で魅せる、美しい織物の世界

表   紙  の 名  品  

（部分）




